



































































































































































































































































































































（図版 10）  『鼎鍥葉太史彙纂玉堂鑑綱』種徳堂熊成冶本（名古屋市蓬左
文庫）序
























































合、陳氏原刻本に存在していた蓮牌木記に ｢萬暦新春｣ の文字があり、それを鄭継華が ｢萬暦新
春｣ 4字は利用しつつも、他は改めたとの見立てもあり得る。しかし、少なくとも鄭継華が出版時、
































































































































































 （1） 『広島市立中央図書館蔵浅野文庫目録』（広島市立中央図書館、2015年 3月 20日）73～75頁・浅野文庫本『新 
鍥京台輯訂全書便用一覧大宗』書誌紹介参照。なお、本論とは関係はないが、担当した『六書全書』解説に
一部明白な誤記をしたため、注 2の図録で訂正したことを付記したい。
 （2） 『広島市立中央図書館蔵浅野文庫漢籍図録』（磯部彰編著、東北大学東北アジア研究センター、2015年 11月













 （4） 坂出祥伸氏「中国日用類書の再補遺―大谷大学所蔵「明代日用類書」三種など」（『汲古』第 47号、平成 17
年 6月）参照。
 （5） 酒井氏は国立公文書館旧内閣文庫等の『萬用正宗不求人』を前掲注（3）論文（85～86頁）で紹介する中で、














 （6） 酒井論文（81～82頁）『三台萬用正宗』は萬暦 27年に刊行され、現存の明代の日用類書でも、最も古いもの
の一つとされる。小川陽一氏は、現存本中、萬暦 25年の『五車抜錦』に次いで古いとする。
 （7） Lucille Chia 氏“Printing for Profit-The Commercial Publishers of Jianyang, Fujian（11th-17thCenturies）”（Harvard 





























（Professor Lucille Chia ）“Printing for Profit-The Commercial Publishers of Jianyang,Fujian（11th-17thCenturies）”
288頁では、黄正輔文宗堂を上げ、萬暦天啓の人とし、4種の刊行物があると記す。
（18） 『明代出版史稿』（江蘇人民出版社、2000）第 4章 86～89頁、386～392頁
（19） 酒井氏前掲論文 102頁、
（20） 磯部彰「大聖寺藩旧蔵漢籍の研究」・『東アジア典籍文化研究』（塙書房、2013）、謝水順・李珽氏『福建古代













（24） 大谷大学図書館所蔵『学海群玉』は、内題を ｢新刊翰苑広記補訂四民捷用学海群玉｣ とし、萬暦新歳〔1〕
















て商業活動をしていたことは、ルシール・チア氏が既に指摘される（Professor Lucille Chia ‘Counting and Re-
counting Chinese Imprints’ “THE EAST ASIAN LIBRARY JOURNAL”,VOLUME X, No.2, 2001,秋号）。また、チア
氏は“Printing  for  Profit -The Commercial Publishers of Jianyang,Fujian（11th-17thCenturies）” ‘PartⅢ’ 〈5 The Jian-




（32） その紹介者のルシール・チア氏は熊氏種徳堂、建陽劉氏の版元を示す（Professor Lucille Chia ‘Counting and 
Recounting Chinese Imprints’）。
（33） 酒井忠夫氏前掲論文 105～106頁、萬暦 24年序、萬暦 25年刊記と示す。
（34） 磯部彰『＜西遊記＞形成史の研究』（創文社、1993）
（35） （注 31）ルシール・チア氏（Professor Lucille Chia）‘Counting and Recounting Chinese Imprints’、上原究一氏 
｢明末の商業出版における異姓書坊間の広域的連携の存在について｣
